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山
田
秀
三
「
ア
イ
ヌ
語
地
名
を
歩
く
」
の
教
材
化
（
２
）

―
指
導
資
料
作
成
の
試
み
―

谷

口

守

は
じ
め
に

過
日
、
稿
者
が
作
成
を
試
み
た
教
材
「
ア
イ
ヌ
語
地
名
を
歩
く
」
は
、
山

1

田
秀
三
著
の「
甲
乙
丙
」
の
三
部
構
成
で
あ
る
。

「
甲
」
は
、
山
田
秀
三
著
『
北
海
道
の
地
名
』
と
い
う
、
北
海
道
の
地
名
の
語

源
を
ま
と
め
た
専
門
書
の
序
文
で
、
評
論
か
随
筆
に
分
類
さ
れ
る
文
章
で
あ

る
。
あ
ら
す
じ
を
短
く
書
く
と
、
筆
者
が
少
年
期
に
ア
イ
ヌ
語
地
名
に
魅
力

を
持
ち
、
自
身
へ
と
至
る
北
海
道
地
名
研
究
史
を
概
観
し
、
そ
の
地
名
の
多
く

に
地
形
の
意
味
が
あ
り
、
歴
史
的
地
名
で
も
あ
る
ア
イ
ヌ
語
地
名
を
大
切
に

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
文
章
で
あ
る
。「
乙
丙
」
は『
北
海
道
新
聞
』
の
コ
ラ
ム
で
、

「
ソ
ー
」
（
滝
）
に
関
す
る
随
筆
二
作
で
あ
る
。「
乙
」
は
、
筆
者
が
古
い
地
図
で

2

見
た「
オ
ソ
ウ
シ
」
と
い
う
地
名
か
ら
、
札
幌
市
内
の「
ソ
ー
」
を
見
つ
け
出
す
話

で
あ
る
。
ま
た「
丙
」
は
、
同
じ「
オ
ソ
ウ
シ
」
と
い
う
地
名
か
ら
北
海
道
古
宇
郡

の「
ソ
ー
」
（
滝
）
を
見
つ
け
出
す
話
で
あ
る
。

多
く
の
高
校
生
に
と
っ
て
日
頃
何
気
な
く
触
れ
る
地
名
に
語
源
が
あ
る
こ

と
、
ま
し
て
や
北
海
道
に
ア
イ
ヌ
語
に
関
係
し
た
り
由
来
し
た
り
す
る
地
名
3

（
稿
者
注
・
以
下
「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
）
が
散
在
す
る
こ
と
は
、
身
近
に
あ
っ
て
未

知
な
る
も
の
の
発
見
に
相
違
な
い
。
学
習
者
は
、
そ
の
知
ら
れ
ざ
る「
ア
イ
ヌ
語

地
名
」
の
語
義
解
読
概
史
を「
甲
」
で
読
み
、
人
名
や
抽
象
的
内
容
な
ど
を
難

解
に
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し「
乙
丙
」
で
、「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
を
自
分
の

足
で
歩
い
て
探
し
、
独
自
の
方
法
で
そ
の
由
来
を
考
え
る
と
い
う
文
章
を
読
む

こ
と
は
、
ま
る
で
宝
探
し
の
旅
に
同
行
し
て
い
る
よ
う
で
お
も
し
ろ
く
感
じ
る
こ

と
だ
ろ
う
。
ヤ
ウ
ン
モ
シ
リ

／
北
海
道
の
地
名
の
多
く
が
、
そ
こ
に
先
住
し
た

4

ア
イ
ヌ
民
族
の
独
自
の
言
語
、
ア
イ
ヌ
語
に
由
来
す
る
こ
と
の
学
習
を
通
し
て
、

若
い
学
習
者
に
多
文
化
共
生
社
会
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

本
稿
は
、
同
教
材
の
指
導
資
料
（
稿
者
・
以
下
資
料
ま
た
は
指
導
書
）
を
作

成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
頃
、
授
業
の
た
め
に
活
用
し
て
ば
か
り
の

指
導
書
だ
が
、
は
じ
め
て
作
る
側
の
立
場
に
な
っ
て
、
そ
の
ご
苦
労
を
垣
間
見

る
思
い
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
作
る
に
あ
た
っ
て
評
論
文
「
「
で
あ
る
」
こ
と
と「
す
る

こ
と
」
」
（
丸
山
真
男
著
）
（
稿
者
・
以
下
「
で
あ
る
～
」
）
の
指
導
書
を
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。「
で
あ
る
～
」
は
、
長
き
に
わ
た
っ
て
高
等
学
校
教
科
書
の
現

代
文
定
番
教
材
に
位
置
す
る
評
論
で
あ
り
、
入
手
で
き
た
平
成
二
十
（
二
○

○
八
）
年
の「
桐
原
書
店
」
の
資
料

に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

5

本
教
材
が
最
初
に
発
表
さ
れ
て
か
ら
、
約
五
十
年
の
歳
月
が
流
れ
て

い
る
。
と
あ
り
、
現
在
令
和
二
（
二
○
二
○
）
年
か
ら
で
は
、
約
六
十
年
の

歳
月
が
流
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

稿
者
の
勤
務
校
で
は
、「
で
あ
る
～
」
の
資
料
を「
第
一
学
習
社
」
（
以
下
「
第

一
」
）
、「
大
修
館
書
店
」
（
以
下
「
大
修
」
）
、「
桐
原
」
、「
数
研
出
版
」
（
以
下

6

7

「
数
研
」
）
の
四
社
か
ら
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
は
作
成
年
や
、

8

背
景
と
な
る
学
習
指
導
要
領
も
異
な
る
が
、
そ
れ
だ
け
長
い
時
間
の
改
訂
を

経
て
、
よ
り
多
く
の
国
語
教
育
関
係
者
の
目
に
適
う
、
指
導
書
の
模
範
に
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
四
社
の
資
料
を
並
置
し
た
比
較
を
以
下
で
示
す
。
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「
「
で
あ
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す
る
」
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と
」
指
導
資
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較

第
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学
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学
校

現
代
文
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精
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現
代
文
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版
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文
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頁
数

頁
数
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数

頁
数

評
論
（
五
）

評
論
（
三
）

評
論
Ⅳ

評
論
（
五
）

単
元
の
解
説
〈
Ａ
〉

単
元
の
解
説
〈
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〉

少

単
元
の
ね
ら
い〈
Ａ
〉

半

（
単
元
に
関
す
る
記
載
な
し
）

単
元
の
ね
ら
い

半

単
元
の
目
標
（
三
つ
）

少

単
元
の
構
成

半

単
元
の
主
な
学
習
目
標

少

教
材
活
用
の
ヒ
ン
ト

１

（
五
つ
）

単
元
の
構
成

少

教
材
の
ね
ら
い〈
Ｂ
〉

学
習
指
導
の
ね
ら
い〈
Ｂ
〉

半

ね
ら
い〈
Ｂ
〉

半

教
材
の
主
な
指
導
目
標
（
七
つ
）

少

本
文
の
キ
ー
ワ
ー
ド

少

学
習
指
導
の
要
点

少

授
業
の
前
に〈
Ｊ
〉

半

教
材
の
研
究

４

学
習
指
導
の
展
開
例
〈
Ｃ
〉

３
半

学
習
指
導
計
画
表
〈
Ｃ
〉

１

授
業
の
展
開
例
〈
Ｃ
〉

学
習
指
導
の
展
開
例
〈
Ｃ
〉

（
６
時
間
）

（
５
時
間
）

（
７
～

時
間
）

４

10

（
六
時
間
）

観
点
別
評
価
規
準
例

１

１
出
典
解
説

作
者
解
説
〈
Ｅ
〉

半

出
典
〈
Ｄ
〉

１

１
教
材
の
研
究

筆
者
略
歴
〈
Ｅ
〉

１

大
学
入
試
出
題
歴

少

作
者
解
説
〈
Ｅ
〉

１
半

教
材
と
し
て
の

出
典
〈
Ｄ
〉

１

本
文
と
の
異
同
〈
Ｄ
〉

１

大
意

１

「
で
あ
る
～
」〈
Ｋ
〉

１

原
文
の
加
除
・
訂
正
〈
Ｄ
〉

５

出
典
〈
Ｄ
〉

１

要
旨
〈
Ｆ
〉

半

要
旨
〈
Ｆ
〉

半

も
う
ひ
と
つ
の
授
業

（
百
字

二
百
字
）

（
二
○
○
字

一
○
○
字
）

２
本
文
研
究

生
徒
活
動
型
授
業

２
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山
田
秀
三
「
ア
イ
ヌ
語
地
名
を
歩
く
」
の
教
材
化
（
２
）

―
指
導
資
料
作
成
の
試
み
―

谷

口

守

は
じ
め
に

過
日
、
稿
者
が
作
成
を
試
み
た
教
材
「
ア
イ
ヌ
語
地
名
を
歩
く
」
は
、
山

1

田
秀
三
著
の「
甲
乙
丙
」
の
三
部
構
成
で
あ
る
。

「
甲
」
は
、
山
田
秀
三
著
『
北
海
道
の
地
名
』
と
い
う
、
北
海
道
の
地
名
の
語

源
を
ま
と
め
た
専
門
書
の
序
文
で
、
評
論
か
随
筆
に
分
類
さ
れ
る
文
章
で
あ

る
。
あ
ら
す
じ
を
短
く
書
く
と
、
筆
者
が
少
年
期
に
ア
イ
ヌ
語
地
名
に
魅
力

を
持
ち
、
自
身
へ
と
至
る
北
海
道
地
名
研
究
史
を
概
観
し
、
そ
の
地
名
の
多
く

に
地
形
の
意
味
が
あ
り
、
歴
史
的
地
名
で
も
あ
る
ア
イ
ヌ
語
地
名
を
大
切
に

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
文
章
で
あ
る
。「
乙
丙
」
は『
北
海
道
新
聞
』
の
コ
ラ
ム
で
、

「
ソ
ー
」
（
滝
）
に
関
す
る
随
筆
二
作
で
あ
る
。「
乙
」
は
、
筆
者
が
古
い
地
図
で

2

見
た「
オ
ソ
ウ
シ
」
と
い
う
地
名
か
ら
、
札
幌
市
内
の「
ソ
ー
」
を
見
つ
け
出
す
話

で
あ
る
。
ま
た「
丙
」
は
、
同
じ「
オ
ソ
ウ
シ
」
と
い
う
地
名
か
ら
北
海
道
古
宇
郡

の「
ソ
ー
」
（
滝
）
を
見
つ
け
出
す
話
で
あ
る
。

多
く
の
高
校
生
に
と
っ
て
日
頃
何
気
な
く
触
れ
る
地
名
に
語
源
が
あ
る
こ

と
、
ま
し
て
や
北
海
道
に
ア
イ
ヌ
語
に
関
係
し
た
り
由
来
し
た
り
す
る
地
名
3

（
稿
者
注
・
以
下
「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
）
が
散
在
す
る
こ
と
は
、
身
近
に
あ
っ
て
未

知
な
る
も
の
の
発
見
に
相
違
な
い
。
学
習
者
は
、
そ
の
知
ら
れ
ざ
る「
ア
イ
ヌ
語

地
名
」
の
語
義
解
読
概
史
を「
甲
」
で
読
み
、
人
名
や
抽
象
的
内
容
な
ど
を
難

解
に
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し「
乙
丙
」
で
、「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
を
自
分
の

足
で
歩
い
て
探
し
、
独
自
の
方
法
で
そ
の
由
来
を
考
え
る
と
い
う
文
章
を
読
む

こ
と
は
、
ま
る
で
宝
探
し
の
旅
に
同
行
し
て
い
る
よ
う
で
お
も
し
ろ
く
感
じ
る
こ

と
だ
ろ
う
。
ヤ
ウ
ン
モ
シ
リ

／
北
海
道
の
地
名
の
多
く
が
、
そ
こ
に
先
住
し
た

4

ア
イ
ヌ
民
族
の
独
自
の
言
語
、
ア
イ
ヌ
語
に
由
来
す
る
こ
と
の
学
習
を
通
し
て
、

若
い
学
習
者
に
多
文
化
共
生
社
会
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

本
稿
は
、
同
教
材
の
指
導
資
料
（
稿
者
・
以
下
資
料
ま
た
は
指
導
書
）
を
作

成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
頃
、
授
業
の
た
め
に
活
用
し
て
ば
か
り
の

指
導
書
だ
が
、
は
じ
め
て
作
る
側
の
立
場
に
な
っ
て
、
そ
の
ご
苦
労
を
垣
間
見

る
思
い
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
作
る
に
あ
た
っ
て
評
論
文
「
「
で
あ
る
」
こ
と
と「
す
る

こ
と
」
」
（
丸
山
真
男
著
）
（
稿
者
・
以
下
「
で
あ
る
～
」
）
の
指
導
書
を
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。「
で
あ
る
～
」
は
、
長
き
に
わ
た
っ
て
高
等
学
校
教
科
書
の
現

代
文
定
番
教
材
に
位
置
す
る
評
論
で
あ
り
、
入
手
で
き
た
平
成
二
十
（
二
○

○
八
）
年
の「
桐
原
書
店
」
の
資
料

に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

5

本
教
材
が
最
初
に
発
表
さ
れ
て
か
ら
、
約
五
十
年
の
歳
月
が
流
れ
て

い
る
。
と
あ
り
、
現
在
令
和
二
（
二
○
二
○
）
年
か
ら
で
は
、
約
六
十
年
の

歳
月
が
流
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

稿
者
の
勤
務
校
で
は
、「
で
あ
る
～
」
の
資
料
を「
第
一
学
習
社
」
（
以
下
「
第

一
」
）
、「
大
修
館
書
店
」
（
以
下
「
大
修
」
）
、「
桐
原
」
、「
数
研
出
版
」
（
以
下

6

7

「
数
研
」
）
の
四
社
か
ら
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
は
作
成
年
や
、

8

背
景
と
な
る
学
習
指
導
要
領
も
異
な
る
が
、
そ
れ
だ
け
長
い
時
間
の
改
訂
を

経
て
、
よ
り
多
く
の
国
語
教
育
関
係
者
の
目
に
適
う
、
指
導
書
の
模
範
に
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
四
社
の
資
料
を
並
置
し
た
比
較
を
以
下
で
示
す
。
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（ 81 ）
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Ｇ
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Ｈ
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落
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落
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落
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１
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Ｉ
〉

３

板
書
例
〈
Ｏ
〉

指
導
の
留
意
点
（
３
つ
）

半

参
考
資
料
（
３
つ
）〈
Ｌ
〉

８

［
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
］

３

学
習
の
手
引
き〈
Ｎ
〉

１

授
業
研
究

参
考
文
献
…
７
冊
〈
Ｍ
〉

の
解
説
〈
Ｎ
〉

重
要
語
・慣
用
句
〈
Ｊ
〉

少

（
板
書
例
〈
Ｏ
〉

学
習
（
解
答
例
）〈
Ｎ
〉

３
半

写
真
説
明

脚
注
問
の
解
説
・
発
問

18

言
葉
と
表
現
（
解
答
例
）

２
研
究
資
料

例
〈
Ｉ
〉

〈
Ｎ
〉

筆
者
の
研
究
〈
Ｅ
〉

３

３
発
展

語
句
解
説
〈
Ｊ
〉)

略
歴

略
年
譜

テ
ー
マ
解
説
〈
Ｋ
〉

２

読
解
の
カ
ギ〈
Ｋ
〉

３

代
表
作

参
考
資
料
（
６
つ
）〈
Ｌ
〉

５

参
考
資
料
（
４
つ
）〈
Ｌ
〉

６

出
典
〈
Ｄ
〉

半

参
考
図
書
…

冊
〈
Ｍ
〉

参
考
文
献
〈
Ｍ
〉

２

22

解
説
〈
Ｋ
〉

３

（
教
師
用
・
生
徒
用
）

参
考

少

て
び
き
の
解
説
〈
Ｎ
〉

２

ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド〈
Ｍ
〉

１

（
確
認

学
習

発
展

小
論
ア
ク
セ
ス
）

他
で
あ
っ
て
な
い
も
の

他
で
あ
っ
て
な
い
も
の

他
で
あ
っ
て
な
い
も
の

他
で
あ
っ
て
な
い
も
の

板
書
例
〈
Ｏ
〉

な
し

教
材
・学
習
指
導
の
ね
ら
い〈
Ｂ
〉

単
元
〈
Ａ
〉

他
で
な
く
て
あ
る
も
の

他
で
な
く
て
あ
る
も
の

他
で
な
く
て
あ
る
も
の

他
で
な
く
て
あ
る
も
の

大
意

教
材
活
用
の
ヒ
ン
ト

写
真
説
明

本
文
の
キ
ー
ワ
ー
ド

表
現

観
点
別
評
価
規
準
例

大
学
入
試
出
題
歴

も
う
ひ
と
つ
の
授
業

稿
者
注
・上
記
の「
頁
数
」で
、「
半
」
は
一
頁
の
半
分
、「
少
」
は
半
分
に
も
満
た
な
い
行
数
を
指
す
。〈
Ａ
〉
～
〈
Ｏ
〉
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
稿
者
に
よ
る
。
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上
記
の
四
資
料
の
掲
載
内
容
を
大
ま
か
に
以
下
の
よ
う
に
捉
え
た
。

Ａ

単
元
の
ね
ら
い

Ｂ

教
材
の
ね
ら
い

Ｃ

学
習
指
導
・
授
業
の
展
開
例
（
～
時
間
）

Ｄ

出
典
・
原
文
と
の
異
同

Ｅ

作
者
（
筆
者
）
解
説
・
略
歴

Ｆ

要
旨
（
百
字
・
二
百
字
）

Ｇ

構
成
（
段
落
構
成
）

Ｈ

構
成
展
開
図

Ｉ

発
問
例
と
解
答
例

Ｊ

語
句
の
説
明

Ｋ

作
品
解
説

Ｌ

参
考
資
料

Ｍ

参
考
文
献

Ｎ

学
習
の
手
引
き
解
説

Ｏ

板
書
例

以
下
で
こ
れ
ら
に
倣
っ
て
、
右
の
内
容
を
含
む
教
材
「
ア
イ
ヌ
語
地
名
を
歩

く
」
の
指
導
資
料
作
成
を
試
み
た
い
。
そ
の
際
、
以
下
の「
本
文
」
と
は
指
導
資

料
そ
の
も
の
で
あ
り
、「
解
説
」
と
は
そ
の
補
足
事
項
で
あ
る
。

１

単
元
の
ね
ら
い
（
本
文
）

本
単
元
で
は
、
抽
象
的
な
文
章
と
具
体
的
な
文
章
と
い
う
複
数
の
構
成
か

ら
な
る
教
材
を
読
み
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
箇
所
を
学
習
者
に
理
解
さ
せ
た

い
。
前
者
を
先
に
、
そ
の
次
に
具
体
的
な
後
者
を
読
ん
で
一
般
的
な
記
述
を

見
つ
け
る
帰
納
法
的
な
読
み
方
が
学
習
に
効
果
的
だ
ろ
う
。

ま
た
、
抽
象
的
な
文
章
を
読
ん
で
、
論
の
展
開
を
捉
え
て
筆
者
の
主
張
を

見
つ
け
る
と
共
に
、
そ
の
主
張
の
理
由
付
け
と
な
る
論
拠
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

上
記
の
こ
と
を
通
じ
て
、
現
代
の
日
本
が
一
つ
の
文
化
で
は
な
く
、
複
数
の

文
化
で
構
成
さ
れ
る
社
会
で
あ
り
、
多
数
が
優
先
さ
れ
少
数
が
劣
勢
と
な
る

こ
と
の
な
い
共
生
社
会
で
も
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
た
い
。

単
元
の
目
標
（
本
文
）

①
抽
象
的
な
文
章
と
具
体
的
な
文
章
の
関
係
を
考
え
な
が
ら
読
み
進

め
、
対
応
す
る
箇
所
を
理
解
す
る
。

②
論
の
展
開
を
捉
え
、
主
張
と
論
拠
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

③
筆
者
の
主
張
を
現
代
社
会
の
枠
に
広
げ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
が「
多

文
化
共
生
社
会
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
そ
れ
に
対
す
る
自
ら
の
考

え
を
ま
と
め
る
。

１

単
元
の
ね
ら
い
（
解
説
）

「
１
単
元
の
ね
ら
い
」
は
、「
２
教
材
の
ね
ら
い
」
の
内
容
よ
り
も
抽
象
的
に
な

る
よ
う
に
注
意
し
た
。
稿
者
が
思
う
に
、
基
本
的
に
二
教
材
以
上
が
集
ま
っ
て
、

何
か
共
通
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
一
単
元
と
し
て
意
味
を
な
す
と
考
え
る
。
例

え
ば
、
単
元
「
評
論
（
１
）
」
で
は
二
項
対
立
の
文
章
を
学
ぶ
た
め
に
、
そ
の
対
比

が
明
確
な
二
つ
の
評
論
文
を
設
定
し
た
、
の
よ
う
な
類
で
あ
る
。
各
社
見
て
い

く
と
、「
第
一
」
と「
大
修
」
は
他
の
評
論
文
と
二
教
材
で
一
単
元
を
設
定
し
て

い
る
。「
桐
原
」
は
一
教
材
で
一
単
元
を
設
定
し
て
お
り
、「
単
元
の
ね
ら
い
」
は

あ
る
が
、「
教
材
の
ね
ら
い
」
は
設
定
し
て
い
な
い
。「
数
研
」
は
単
元
を
設
定
し

て
い
る
も
の
の
、「
ね
ら
い
」
が
あ
る
の
み
で
、
そ
れ
が「
単
元
」
の
も
の
な
の
か
、

「
教
材
」
の
も
の
な
の
か
不
明
で
あ
る
。

以
下
で「
第
一
」
と「
大
修
」
の「
単
元
の
目
標
」
の
う
ち
、
参
考
に
し
た
も
の

（ 81 ）

構
成
〈
Ｇ
〉

２

構
成
〈
Ｇ
〉

１

構
成
展
開
図
〈
Ｈ
〉

１

「
グ
ル
ー
プ
発
表
を
中
心
に

（
第
一
～
八
段
落
）

（
第
一
～
八
段
落
）

（
第
一
～
五
段
落
）

し
た
生
徒
活
動
型
授
業
」

（
展
開
図
）〈
Ｈ
〉

２
半

構
成
展
開
図
〈
Ｈ
〉

２

要
約
〈
Ｆ
〉

１

要
旨
〈
Ｆ
〉

表
現

１

語
句
の
解
説
〈
Ｊ
〉

２
０
０
字
要
約
〈
Ｆ
〉

少

（
二
○
○
字

一
○
○
字
）
半

28

指
導
の
ポ
イ
ン
ト

発
問
例
と
解
答
例

語
句
の
解
説
〈
Ｊ
〉

構
成
表
〈
Ｇ
〉

１

15

（
問
と
答
）〈
Ｉ
〉

〈
Ｉ
〉

授
業
展
開
例

（
第
一
～
十
段
落
）

18

語
句
の
解
説
〈
Ｊ
〉

板
書
例
〈
Ｏ
〉

（
発
問
と
解
説
）〈
Ｉ
〉

１

図
解
〈
Ｈ
〉

２

作
品
解
説
〈
Ｋ
〉

１

［
脚
問
］の
解
説
〈
Ｉ
〉

３

板
書
例
〈
Ｏ
〉

指
導
の
留
意
点
（
３
つ
）

半

参
考
資
料
（
３
つ
）〈
Ｌ
〉

８

［
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
］

３

学
習
の
手
引
き〈
Ｎ
〉

１

授
業
研
究

参
考
文
献
…
７
冊
〈
Ｍ
〉

の
解
説
〈
Ｎ
〉

重
要
語
・慣
用
句
〈
Ｊ
〉

少

（
板
書
例
〈
Ｏ
〉

学
習
（
解
答
例
）〈
Ｎ
〉

３
半

写
真
説
明

脚
注
問
の
解
説
・
発
問

18

言
葉
と
表
現
（
解
答
例
）

２
研
究
資
料

例
〈
Ｉ
〉

〈
Ｎ
〉

筆
者
の
研
究
〈
Ｅ
〉

３

３
発
展

語
句
解
説
〈
Ｊ
〉)

略
歴

略
年
譜

テ
ー
マ
解
説
〈
Ｋ
〉

２

読
解
の
カ
ギ〈
Ｋ
〉

３

代
表
作

参
考
資
料
（
６
つ
）〈
Ｌ
〉

５

参
考
資
料
（
４
つ
）〈
Ｌ
〉

６

出
典
〈
Ｄ
〉

半

参
考
図
書
…

冊
〈
Ｍ
〉

参
考
文
献
〈
Ｍ
〉

２

22

解
説
〈
Ｋ
〉

３

（
教
師
用
・
生
徒
用
）

参
考

少

て
び
き
の
解
説
〈
Ｎ
〉

２

ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド〈
Ｍ
〉

１

（
確
認

学
習

発
展

小
論
ア
ク
セ
ス
）

他
で
あ
っ
て
な
い
も
の

他
で
あ
っ
て
な
い
も
の

他
で
あ
っ
て
な
い
も
の

他
で
あ
っ
て
な
い
も
の

板
書
例
〈
Ｏ
〉

な
し

教
材
・学
習
指
導
の
ね
ら
い〈
Ｂ
〉

単
元
〈
Ａ
〉

他
で
な
く
て
あ
る
も
の

他
で
な
く
て
あ
る
も
の

他
で
な
く
て
あ
る
も
の

他
で
な
く
て
あ
る
も
の

大
意

教
材
活
用
の
ヒ
ン
ト

写
真
説
明

本
文
の
キ
ー
ワ
ー
ド

表
現

観
点
別
評
価
規
準
例

大
学
入
試
出
題
歴

も
う
ひ
と
つ
の
授
業

稿
者
注
・上
記
の「
頁
数
」で
、「
半
」
は
一
頁
の
半
分
、「
少
」
は
半
分
に
も
満
た
な
い
行
数
を
指
す
。〈
Ａ
〉
～
〈
Ｏ
〉
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
稿
者
に
よ
る
。
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を
列
挙
す
る
。

「
第
一
」「
単
元
の
主
な
学
習
目
標
」
（
全
５
つ
よ
り
抜
粋
）

３

対
象
を
分
析
す
る
た
め
の
概
念
（
思
考
の
枠
組
み
）
を
理
解
し
、
論

の
展
開
を
正
確
に
把
握
す
る
。

５

筆
者
が
示
し
た
概
念
を
借
り
て
、
自
分
の
生
活
や
現
代
の
状
況
に

つ
い
て
考
え
、
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
、
分
析
、
思
考
、
批
評
の
方
法
を

学
ぶ
。

「
大
修
」「
単
元
の
目
標
」
（
全
３
つ
）

１

抽
象
的
・
概
念
的
な
用
語
や
表
現
を
理
解
し
、
そ
の
よ
う
な
表
現

と
具
体
的
な
現
実
と
の
対
応
を
考
え
な
が
ら
読
み
進
め
る
努
力
を

身
に
つ
け
る
。

２

緻
密
な
論
理
の
展
開
や
、
柔
軟
な
発
想
と
視
点
の
お
も
し
ろ
さ
を

味
わ
う
。

３

筆
者
の
主
張
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
自
分
の
考
え
を
ま

と
め
る
。

本
稿
で
は
、「
教
材
「
ア
イ
ヌ
語
地
名
を
歩
く
」
」
以
外
の
教
材
と
単
元
を
想

定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
も
し
設
定
す
る
な
ら
ば
、「
多
文
化
共
生
社

会
」
に
関
し
た
複
数
の
文
章
で
構
成
す
る
教
材
と
単
元
を
組
み
た
い
。
よ
っ
て

そ
こ
を
見
越
し
て「
１
単
元
の
ね
ら
い
」
を「
２
教
材
の
ね
ら
い
」
よ
り
も
抽
象
的

な
も
の
に
し
た
。

な
お
、
細
か
い
が
、
目
標
の
主
語
を
ど
う
す
る
か
を
考
え
た
。
つ
ま
り
、
授

業
者
を
主
語
と
す
る
な
ら
ば
指
導
目
標
、
学
習
者
を
主
語
に
す
る
な
ら
ば
学

習
目
標
に
な
る
。
こ
こ
で
は「
第
一
」「
大
修
」
に
倣
っ
て
学
習
目
標
と
し
た
。

２

教
材
の
ね
ら
い

（
本
文
）

教
材
の
主
な
指
導
目
標

①

抽
象
的
な
文
章
と
具
体
的
な
文
章
が
対
応
す
る
こ
と
を
意
識
し
て

読
み
、
筆
者
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
探
求
法
を
理
解
さ
せ
る
。

②

「
古
く
か
ら
の
地
名
を
大
切
に
し
て
戴
き
た
い
」
と
い
う
筆
者
の
主
張

と
そ
の
論
拠
の
関
係
を
理
解
さ
せ
る
。

③

「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
一
つ
ひ
と
つ
に
語
義
が
あ
り
、
多
年
に
わ
た
る

人
々
の
思
い
が
凝
縮
し
た
文
化
の
一
部
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
生
活
す

る
社
会
が
多
文
化
共
生
社
会
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

①
抽
象
的
な
文
章
と
、
対
応
す
る
具
体
的
な
文
章
の
関
係
を
考
え
る
。

抽
象
的
な
文
章
で
あ
る「
甲
」
を
読
み
、
学
習
者
は
聞
き
慣
れ
な
い
人
名
や

語
句
に
戸
惑
い
、
難
解
に
感
じ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
で
具
体
的

な
文
章
で
あ
る「
乙
丙
」
を
読
み
、
筆
者
と
共
に
地
名
解
と
い
う
宝
探
し
の
旅

に
同
行
し
て
い
る
よ
う
に
楽
し
く
読
め
る
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
の
方
法
に
対
応

す
る
抽
象
的
箇
所
を
、
先
に
読
ん
だ「
甲
」
か
ら
探
し
、
見
つ
け
出
し
て
も
ら
い

た
い
。

②
主
張
と
論
拠
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

筆
者
の
主
張
は
、「
甲
」
の
文
章
末
の「
古
く
か
ら
の
地
名
を
大
切
に
し
て
い

っ
て
戴
き
た
い
」
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
が「
先
輩
の
汗

の
滲
ん
で
い
る
地
名
の
地
方
色
こ
そ
が
そ
の
土
地
土
地
の
誇
り
で
」
あ
り
、「
ア

イ
ヌ
時
代
か
ら
開
拓
時
代
を
通
っ
て
き
た
歴
史
的
地
名
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

筆
者
は
、「
一
般
和
人
の
知
ら
な
い
言
葉
の
地
名
な
の
で
」「
旅
行
者
た
ち
も

関
心
を
持
っ
た
よ
う
」
に
、
そ
の
語
義
に「
す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
」
。

学
習
者
に
は「
甲
」
の
読
解
を
通
じ
て
、
筆
者
の
主
張
へ
展
開
す
る
道
筋
と
、
そ

の
論
拠
を
学
習
さ
せ
た
い
。

③
「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
の
学
習
か
ら
発
展
し
て
考
え
た
こ
と
や
、
自
分
の
住
む

国
が「
多
文
化
共
生
社
会
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

本
文
を
読
ん
で
、
学
習
者
の
中
に
は
、
普
段
あ
ま
り
意
識
し
な
い
で
使
用
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
地
名
に
意
味
が
あ
る
と
い
う
「
発
見
」
に
驚
き
を
覚
え
る
者

が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の「
発
見
」
を
通
じ
て
、
北
海
道
や
東
北
北
部
の
ア
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イ
ヌ
語
地
名
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
た
ち
の
住
所
地
名
に
も
、
ひ
い
て
は
地
名
全

般
に
も
意
味
が
あ
る
と
敷
衍
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
で
き
れ
ば
筆
者
の
よ
う
に
、
自
分
の
興
味
が
あ
る
地
名
の
由
来
を
調

査
し
て
ほ
し
い
。

さ
ら
に
は
、
北
海
道
の
地
名
の
多
く
が
ア
イ
ヌ
語
由
来
だ
と
知
る
こ
と
で
、

北
海
道
の
住
民
は
大
和
民
族
が
多
数
で
あ
る
が
、
先
住
者
が
ア
イ
ヌ
民
族
で

あ
り
、
両
者
の
文
化
が
共
生
す
る
社
会
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
理
解
さ

せ
た
い
。

教
材
の
ね
ら
い

（
解
説
）

「
教
材
の
主
な
指
導
目
標
」
は
、「
第
一
」
に
あ
る
名
称
で
あ
る
。「
主
な
」
と

付
け
る
理
由
は
、
他
に
も
あ
る
だ
ろ
う
が
特
に
列
挙
し
た
い
の
は
、
と
い
う
気

持
ち
の
表
れ
と
と
り
た
い
。
上
記
目
標
は
、「
単
元
の
目
標
」
に
矛
盾
せ
ず
、
そ

れ
よ
り
も
具
体
的
に
な
る
よ
う
留
意
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
が
学
習
目
標
か
、
指

導
目
標
か
と
い
う
点
も
考
慮
し
た
。

「
単
元
の
目
標
」
は
、「
第
一
」「
大
修
」
は
学
習
者
の
目
標
で
あ
り
、「
桐
原
」

「
数
研
」
で
は
存
在
し
な
か
っ
た
。「
教
材
の
ね
ら
い
」
は
、「
第
一
」
が「
指
導
目

標
」
、「
大
修
」
が「
学
習
目
標
」
、「
桐
原
」「
数
研
」
で
は
設
定
し
て
い
な
い
。

そ
れ
で
は
ま
ず
、「
①
抽
象
的
な
文
章
と
具
体
的
な
文
章
が
対
応
す
る
こ

と
を
意
識
し
て
読
み
、
筆
者
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
探
求
法
を
理
解
さ
せ
る
。
」
を

本
文
の
語
句
を
用
い
て
見
て
い
き
た
い
。「
甲
」
の
文
章
の
、「
ア
イ
ヌ
語
地
名
の

大
部
分
は
地
形
を
い
っ
た
も
の
」
で
あ
り
、「
旧
記
を
渉
猟
し
」「
現
地
に
行
っ
て

地
形
を
眺
め
」「
も
う
一
度
旧
記
、
旧
図
を
当
た
り
直
す
と
、
あ
あ
こ
う
だ
の

か
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
く
」
と
い
う
箇
所
と
、「
乙
」
の
方
法
が
対
応
す
る
。

「
丙
」
も「
乙
」
と
同
じ
く「
ソ
ー
（
滝
）
」
に
関
す
る
文
章
で
あ
る
。
よ
っ
て「
旧
記

を
渉
猟
」
し
、「
数
多
く
散
在
し
て
い
る
」「
同
形
の
地
名
の
所
に
行
っ
て
見
」
て

「
そ
こ
に
そ
の
地
名
が
つ
け
ら
れ
た
当
時
の
元
来
の
意
味
が
あ
っ
た
ら
し
い
と
考

え
る
」
方
法
と
、「
丙
」
の
方
法
が
対
応
す
る
。
な
か
な
か「
甲
」
だ
け
で
は
具
体

的
に
イ
メ
ー
ジ
を
作
れ
な
い
た
め
難
解
に
思
う
だ
ろ
う
が
、「
乙
丙
」
に
よ
っ
て

詳
細
を
ま
る
で
体
験
す
る
よ
う
に
感
じ
、
そ
の
理
解
の
後
で「
甲
」
の
一
般
的

記
述
に
帰
納
す
る
と
わ
か
り
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。

「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
（
平
成

年
告
示
）
国
語
編

第
２
章

30

国
語
科
の
各
科
目

第
１
節
現
代
の
国
語

３
内
容
（
２
）
情
報
の
扱
い
方
に

関
す
る
事
項

イ
」
で
は
、「
個
別
の
情
報
と
一
般
化
さ
れ
た
情
報
と
の
関
係

に
つ
い
て
」
書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

個
別
の
情
報
を
も
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
情
報
を
活
用
し
て
い
る
こ
と
に
は

な
ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
の
共
通
点
を
見
い
だ
し
、
一
つ
の
概
念
に

ま
と
め
る
こ
と
で
、
一
般
化
さ
れ
た
情
報
を
得
る
こ
と
が
大
切
と
な
る
。

と
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
こ
と
は
本
教
材
と
一
致
し
、「
個
別
的
な
」「
乙
丙
」
だ
け

な
ら
ば
、
地
名
探
検
の
お
話
な
の
だ
が
（
こ
れ
だ
け
で
も
興
味
深
い
話
だ
が
）
、

そ
れ
ら
の
共
通
点
か
ら
一
般
的
な
法
則
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
他
で

も
ど
こ
で
も
通
用
す
る
、
よ
り
普
遍
的
な
地
名
解
読
法
に
至
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

次
に「
②
「
古
く
か
ら
の
地
名
を
大
切
に
し
て
戴
き
た
い
」
と
い
う
筆
者
の
主

張
と
そ
の
論
拠
の
関
係
を
理
解
さ
せ
る
。
」
を
本
文
の
語
句
を
用
い
て
見
て
い

き
た
い
。
筆
者
は「
甲
」
を
「
古
く
か
ら
の
地
名
を
大
切
に
し
て
い
っ
て
戴
き
た

い
」
と
い
う
主
張
で
結
ぶ
。
な
ぜ
な
ら「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
は
、「
土
地
土
地
の
誇

り
」
で
あ
り
、「
歴
史
的
地
名
」
だ
か
ら
で
あ
る
。「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
の「
大
部
分

は
地
形
を
い
っ
た
も
の
で
あ
」
り
、「
そ
こ
に
そ
の
地
名
が
つ
け
ら
れ
た
当
時
の
元

来
の
意
味
」
が
あ
る
の
に
、「
消
え
て
い
っ
た
も
の
が
少
な
く
な
」
い
た
め
、
何
と

か「
大
切
に
し
て
い
っ
て
戴
き
た
い
」
と
い
う
思
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
よ
り
重
要
な
の
は
、「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
の
大
部
分
は
地
形
の
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
意
味
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
古
い
徳
川
時

代
の
旅
行
者
た
ち
も
関
心
を
持
っ
」
て「
地
名
の
語
義
」
を
書
い
て
き
た
の
で
あ

り
、
筆
者
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
中
で
筆
者
山
田
秀
三
が
独
自

の
地
名
語
義
解
読
法
を
編
み
出
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
今
日
で
も
高
い
評
価
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を
列
挙
す
る
。

「
第
一
」「
単
元
の
主
な
学
習
目
標
」
（
全
５
つ
よ
り
抜
粋
）

３

対
象
を
分
析
す
る
た
め
の
概
念
（
思
考
の
枠
組
み
）
を
理
解
し
、
論

の
展
開
を
正
確
に
把
握
す
る
。

５

筆
者
が
示
し
た
概
念
を
借
り
て
、
自
分
の
生
活
や
現
代
の
状
況
に

つ
い
て
考
え
、
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
、
分
析
、
思
考
、
批
評
の
方
法
を

学
ぶ
。

「
大
修
」「
単
元
の
目
標
」
（
全
３
つ
）

１

抽
象
的
・
概
念
的
な
用
語
や
表
現
を
理
解
し
、
そ
の
よ
う
な
表
現

と
具
体
的
な
現
実
と
の
対
応
を
考
え
な
が
ら
読
み
進
め
る
努
力
を

身
に
つ
け
る
。

２

緻
密
な
論
理
の
展
開
や
、
柔
軟
な
発
想
と
視
点
の
お
も
し
ろ
さ
を

味
わ
う
。

３

筆
者
の
主
張
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
自
分
の
考
え
を
ま

と
め
る
。

本
稿
で
は
、「
教
材
「
ア
イ
ヌ
語
地
名
を
歩
く
」
」
以
外
の
教
材
と
単
元
を
想

定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
も
し
設
定
す
る
な
ら
ば
、「
多
文
化
共
生
社

会
」
に
関
し
た
複
数
の
文
章
で
構
成
す
る
教
材
と
単
元
を
組
み
た
い
。
よ
っ
て

そ
こ
を
見
越
し
て「
１
単
元
の
ね
ら
い
」
を「
２
教
材
の
ね
ら
い
」
よ
り
も
抽
象
的

な
も
の
に
し
た
。

な
お
、
細
か
い
が
、
目
標
の
主
語
を
ど
う
す
る
か
を
考
え
た
。
つ
ま
り
、
授

業
者
を
主
語
と
す
る
な
ら
ば
指
導
目
標
、
学
習
者
を
主
語
に
す
る
な
ら
ば
学

習
目
標
に
な
る
。
こ
こ
で
は「
第
一
」「
大
修
」
に
倣
っ
て
学
習
目
標
と
し
た
。

２

教
材
の
ね
ら
い

（
本
文
）

教
材
の
主
な
指
導
目
標

①

抽
象
的
な
文
章
と
具
体
的
な
文
章
が
対
応
す
る
こ
と
を
意
識
し
て

読
み
、
筆
者
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
探
求
法
を
理
解
さ
せ
る
。

②

「
古
く
か
ら
の
地
名
を
大
切
に
し
て
戴
き
た
い
」
と
い
う
筆
者
の
主
張

と
そ
の
論
拠
の
関
係
を
理
解
さ
せ
る
。

③

「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
一
つ
ひ
と
つ
に
語
義
が
あ
り
、
多
年
に
わ
た
る

人
々
の
思
い
が
凝
縮
し
た
文
化
の
一
部
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
生
活
す

る
社
会
が
多
文
化
共
生
社
会
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

①
抽
象
的
な
文
章
と
、
対
応
す
る
具
体
的
な
文
章
の
関
係
を
考
え
る
。

抽
象
的
な
文
章
で
あ
る「
甲
」
を
読
み
、
学
習
者
は
聞
き
慣
れ
な
い
人
名
や

語
句
に
戸
惑
い
、
難
解
に
感
じ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
で
具
体
的

な
文
章
で
あ
る「
乙
丙
」
を
読
み
、
筆
者
と
共
に
地
名
解
と
い
う
宝
探
し
の
旅

に
同
行
し
て
い
る
よ
う
に
楽
し
く
読
め
る
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
の
方
法
に
対
応

す
る
抽
象
的
箇
所
を
、
先
に
読
ん
だ「
甲
」
か
ら
探
し
、
見
つ
け
出
し
て
も
ら
い

た
い
。

②
主
張
と
論
拠
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

筆
者
の
主
張
は
、「
甲
」
の
文
章
末
の「
古
く
か
ら
の
地
名
を
大
切
に
し
て
い

っ
て
戴
き
た
い
」
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
が「
先
輩
の
汗

の
滲
ん
で
い
る
地
名
の
地
方
色
こ
そ
が
そ
の
土
地
土
地
の
誇
り
で
」
あ
り
、「
ア

イ
ヌ
時
代
か
ら
開
拓
時
代
を
通
っ
て
き
た
歴
史
的
地
名
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

筆
者
は
、「
一
般
和
人
の
知
ら
な
い
言
葉
の
地
名
な
の
で
」「
旅
行
者
た
ち
も

関
心
を
持
っ
た
よ
う
」
に
、
そ
の
語
義
に「
す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
」
。

学
習
者
に
は「
甲
」
の
読
解
を
通
じ
て
、
筆
者
の
主
張
へ
展
開
す
る
道
筋
と
、
そ

の
論
拠
を
学
習
さ
せ
た
い
。

③
「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
の
学
習
か
ら
発
展
し
て
考
え
た
こ
と
や
、
自
分
の
住
む

国
が「
多
文
化
共
生
社
会
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

本
文
を
読
ん
で
、
学
習
者
の
中
に
は
、
普
段
あ
ま
り
意
識
し
な
い
で
使
用
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
地
名
に
意
味
が
あ
る
と
い
う
「
発
見
」
に
驚
き
を
覚
え
る
者

が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の「
発
見
」
を
通
じ
て
、
北
海
道
や
東
北
北
部
の
ア
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を
受
け
る
所
以
で
あ
ろ
う
。

「
甲
」
全
体
の
、
主
張
へ
と
至
る
大
ま
か
な
流
れ
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

１

北
海
道
の
多
く
の
地
名
は
ア
イ
ヌ
語
語
源
で
あ
り
、
そ
れ
が
地
方

色
で
あ
り
魅
力
で
も
あ
る

２

仮
名
か
ら
漢
字
へ
の
表
記
に
よ
っ
て
地
名
が
変
え
ら
れ
て
い
っ
た

３

江
戸
か
ら
明
治
期
の
地
名
研
究
者
等
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
地
名
解

に
違
い
が
あ
る

４

金
田
一
と
知
里
の
ア
イ
ヌ
語
研
究
の
成
果
に
よ
り
地
名
解
が
改
善

し
た
が
、
未
だ
自
信
は
な
い

５

多
く
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
の
語
源
は
地
形
に
よ
る
た
め
複
数
の
同
形

が
あ
り
、
現
地
調
査
が
有
意
義
で
あ
る

６

ア
イ
ヌ
語
地
名
の
よ
う
な
地
方
色
の
あ
る
歴
史
的
地
名
を
大
切
に

し
て
い
っ
て
戴
き
た
い

「
甲
」
の
文
章
は
六
段
落
構
成
で
、
１
で
筆
者
が
少
年
期
に
ア
イ
ヌ
語
地
名
へ

の
魅
力
を
持
ち
、
２
か
ら
５
は
自
身
へ
と
至
る
地
名
研
究
史
、
６
で
ア
イ
ヌ
語
地

名
の
思
い
へ
と
つ
な
が
る
。
筆
者
が
ア
イ
ヌ
語
地
名
に
携
わ
っ
て
き
た
人
生
が
読

み
取
れ
よ
う
。

「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
（
平
成

年
告
示
）
国
語
編

第
２
章

30

国
語
科
の
各
科
目

第
１
節
現
代
の
国
語

３
内
容
（
２
）
情
報
の
扱
い
方
に

関
す
る
事
項

ア
」
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

論
拠
と
は
、
主
張
が
な
ぜ
成
り
立
つ
か
を
説
明
す
る
た
め
の
根
拠
と
理

由
付
け
の
こ
と
で
あ
り
、
根
拠
の
み
な
ら
ず
、
主
張
が
妥
当
な
理
由
付

け
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

学
習
者
に
は
筆
者
の
主
張
に
ど
の
よ
う
な
根
拠
が
あ
り
、
な
ぜ
成
り
立
つ
の
か

を
読
み
取
ら
せ
た
い
。

ま
た
、
本
文
に
あ
る「
ア
イ
ヌ
時
代
か
ら
開
拓
時
代
を
通
っ
て
き
た
歴
史
的

地
名
」
と
は
、
ど
れ
く
ら
い
の「
歴
史
」
が
あ
る
か
、
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）

年
の
筆
者
の
著
作

を
引
い
て
み
よ
う
。
こ
こ
か
ら
山
田
研
究
の
本
質
の
一
部

9

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
な
お
、
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
。

こ
れ
ら
の
地
名
（
稿
者
注
・
東
北
地
方
の
ア
イ
ヌ
語
由
来
と
考
え
ら
れ
る

地
名
）
が
日
本
語
地
名
化
し
た
の
は
、
南
の
地
方
を
除
い
て
は
、
奈
良
朝

か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
が
大
部
分
で
あ
っ
た
ろ
う
。
日
本
語
地
名
化
し
て

か
ら
も
、
当
字
や
発
音
が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
原
名
に

し
て
も
、
北
海
道
と
は
相
当
な
方
言
差
は
あ
っ
た
ろ
う
。
日
本
語
化
す
る

過
程
の
転
訛
は
当
然
で
あ
る
。
そ
し
て
千
年
前
後
の
変
遷
を
経
た
地
名

で
あ
る
。

と
、
ア
イ
ヌ
語
を
使
用
し
て
い
た
人
々
が
名
づ
け
た
、
東
北
北
部
の
地
名
が
、

日
本
語
を
使
用
す
る
人
々
の
地
名
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
過
程
か
ら
千
年
前
後

経
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
の
著
作

で
は
、

10

『
日
本
書
紀
』
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
『
続
日
本
紀
』
に
か
け
て
、
つ
ま
り
飛

鳥
時
代
か
ら
奈
良
朝
の
時
代
に
、
東
北
の
蝦
夷
の
記
録
が
多
く
残
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
図
（
稿
者
注
・
山
形
、
秋
田
の
県
境
か

ら
宮
城
の
北
辺
を
通
る
線
よ
り
北
側
、
ア
イ
ヌ
語
由
来
と
考
え
ら
れ
る

地
名
が
現
存
す
る
）
の
中
が
舞
台
な
の
で
あ
っ
た
。

と
時
代
を
遡
っ
て
述
べ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ「
歴
史
的
地
名
」
の
中
に
は
、
優

に
千
年
以
上
前
か
ら
存
在
す
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
後
稿
「
Ｊ

語
句
の
説
明
」
で
詳
細
を
述
べ
た
い
。

次
に「
③
「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
一
つ
ひ
と
つ
に
語
義
が
あ
り
、
多
年
に
わ
た
る

人
々
の
思
い
が
凝
縮
し
て
い
る
こ
と
と
、
現
在
わ
れ
わ
れ
が
生
活
す
る
社
会
が

「
多
文
化
共
生
社
会
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
」
を
見
て
い
き
た
い
。
前

述
し
た
よ
う
に「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
の
大
部
分
は
地
形
の
意
味
を
込
め
た
も
の

で
あ
る
。
例
え
ば
、「
札
幌
」
は
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
で
も
耳
に
し
た
り
口
に

し
た
り
す
る
、
最
も
有
名
な「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
の
一
つ
だ
ろ
う
。
そ
の
語
義
に
、

諸
説
は
あ
ろ
う
が
、「
サ
ッ
・
ポ
ロ
・
ペ
ッ
（sat

―poro

―pet

乾
く
・
大
き

−156−
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い
・
川
）
」
と
い
う
意
味

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
学
習
者
の
北
海
道
の
地
名

11

に
対
す
る
意
識
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
の
意
識
は
、
他
の

地
名
は
ど
う
い
う
意
味
か
ら
つ
け
ら
れ
た
の
か
と
い
う
推
論
へ
と
拡
が
っ
て
い
く

だ
ろ
う
。

「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
（
平
成

年
告
示
）
国
語
編

第
２
章

30

国
語
科
の
各
科
目

第
１
節
現
代
の
国
語

３
内
容
（
２
）
情
報
の
扱
い
方
に

関
す
る
事
項

ウ
」
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

推
論
と
は
、
あ
る
事
実
を
基
に
未
知
の
事
柄
を
推
し
量
る
こ
と
で
あ
り
、

推
論
の
仕
方
に
は
演
繹
的
な
推
論
と
演
繹
的
で
は
な
い
推
論
（
帰
納
、

仮
説
形
式
）
が
あ
る
。

本
文
の
場
合
、「
甲
」
の
文
章
に
あ
る
地
名
解
読
法
を
基
に
他
の
地
名
の
語

義
を
推
し
量
れ
ば
、
演
繹
的
推
論
と
な
る
。
ま
た
、
上
記
の
①
で
示
し
た
よ
う

に
、
具
体
的
個
別
的
な「
乙
丙
」
か
ら
抽
象
的
一
般
的
な「
甲
」
を
推
論
す
れ

ば
、
帰
納
的
推
論
と
な
る
。
た
だ
し
、
地
名
の
語
源
は
諸
説
存
在
す
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
導
き
出
さ
れ
た
結
論
が
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
注
意
さ
れ

た
い
。
前
述
の
要
領
解
説
の
、

推
論
の
仕
方
に
は
、
様
々
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
そ
の
限
界
に

も
留
意
し
て
実
際
に
使
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

と
は
、
正
に
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成

年
告
示
）

第
２
章
各
学
科

30

に
共
通
す
る
各
教
科

第
１
節
国
語

第
２
款
各
科
目
（
３
）

第
１
現
代
の

国
語

１
目
標
（
３
）
」
に
は
（
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
）
、

言
語
が
も
つ
価
値
へ
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
読

書
に
親
し
み
自
己
を
向
上
さ
せ
、
我
が
国
の
言
語
文
化
の
担
い
手
と
し

て
の
自
覚
を
も
ち
、
言
語
を
通
し
て
他
者
や
社
会
に
関
わ
ろ
う
と
す
る

態
度
を
養
う
。
」

と
あ
り
、
同
解
説
に
は「
我
が
国
の
言
語
文
化
」
に
つ
い
て
（
傍
線
は
稿
者
に
よ

る
）
、

我
が
国
の
歴
史
の
中
で
想
像
さ
れ
、
継
承
さ
れ
て
き
た
文
化
的
に
高
い

価
値
を
も
つ
言
語
そ
の
も
の
、
つ
ま
り
、
文
化
と
し
て
の
言
語
、
ま
た
、
そ

れ
ら
を
実
際
の
生
活
で
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
文

化
的
な
言
語
生
活
、
さ
ら
に
は
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
各
時
代
に
わ

た
っ
て
、
表
現
し
、
受
容
さ
れ
て
き
た
多
様
な
言
語
芸
術
や
芸
能
な
ど

と
書
か
れ
て
い
る
。
稿
者
は
、
こ
れ
に
、
少
な
く
と
も『
日
本
書
紀
』
時
代
か
ら

続
く「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
も
含
ま
れ
る
と
考
え
る
。
公
益
財
団
法
人
ア
イ
ヌ
文

化
振
興
・
研
究
推
進
機
構
が
北
海
道
内
の
中
学
校
な
ど
を
中
心
に
頒
布
し
て

い
る『
ア
イ
ヌ
民
族
：
歴
史
と
現
在
―
未
来
を
共
に
生
き
る
た
め
に
―
』
を
引

12

用
す
る
（
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
）
。

ア
イ
ヌ
民
族
が
付
け
た
地
名
に
は
、
そ
の
地
域
で
、
長
い
年
月
に
渡
っ
て

生
活
を
営
ん
で
き
た
人
た
ち
の
知
恵
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
安

全
に
暮
ら
す
た
め
の
知
恵
と
し
て
、「
大
津
波
の
時
に
逃
げ
る
場
所
」
と

か
、「
川
の
危
険
な
場
所
」
な
ど
と
地
名
に
し
て
、
誰
で
も
分
か
る
よ
う
に

し
て
い
た
。
（
中
略
）
そ
れ
ら
の
地
名
を
残
す
こ
と
で
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
長

年
守
っ
て
き
た
知
恵
も
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
名
は
大
切
な

文
化
の
一
部
な
の
で
あ
る
。

「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
は
、
ま
さ
に
長
い
年
月
で
培
っ
て
き
た
歴
史
的
地
名
で
あ
り
、

「
実
際
の
生
活
で
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
」
言
語
で
あ
り
、

民
族
独
自
の
知
恵
や
精
神
を
後
世
に
伝
え
る
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
一
部
で
あ
る

こ
と
を
学
ば
せ
た
い
。

そ
し
て
ひ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
、
日
本
が
多
民
族
国
家
で
あ
り
、「
多
文
化

共
生
社
会
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
た
い
。
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を
受
け
る
所
以
で
あ
ろ
う
。

「
甲
」
全
体
の
、
主
張
へ
と
至
る
大
ま
か
な
流
れ
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

１

北
海
道
の
多
く
の
地
名
は
ア
イ
ヌ
語
語
源
で
あ
り
、
そ
れ
が
地
方

色
で
あ
り
魅
力
で
も
あ
る

２

仮
名
か
ら
漢
字
へ
の
表
記
に
よ
っ
て
地
名
が
変
え
ら
れ
て
い
っ
た

３

江
戸
か
ら
明
治
期
の
地
名
研
究
者
等
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
地
名
解

に
違
い
が
あ
る

４

金
田
一
と
知
里
の
ア
イ
ヌ
語
研
究
の
成
果
に
よ
り
地
名
解
が
改
善

し
た
が
、
未
だ
自
信
は
な
い

５

多
く
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
の
語
源
は
地
形
に
よ
る
た
め
複
数
の
同
形

が
あ
り
、
現
地
調
査
が
有
意
義
で
あ
る

６

ア
イ
ヌ
語
地
名
の
よ
う
な
地
方
色
の
あ
る
歴
史
的
地
名
を
大
切
に

し
て
い
っ
て
戴
き
た
い

「
甲
」
の
文
章
は
六
段
落
構
成
で
、
１
で
筆
者
が
少
年
期
に
ア
イ
ヌ
語
地
名
へ

の
魅
力
を
持
ち
、
２
か
ら
５
は
自
身
へ
と
至
る
地
名
研
究
史
、
６
で
ア
イ
ヌ
語
地

名
の
思
い
へ
と
つ
な
が
る
。
筆
者
が
ア
イ
ヌ
語
地
名
に
携
わ
っ
て
き
た
人
生
が
読

み
取
れ
よ
う
。

「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
（
平
成

年
告
示
）
国
語
編

第
２
章

30

国
語
科
の
各
科
目

第
１
節
現
代
の
国
語

３
内
容
（
２
）
情
報
の
扱
い
方
に

関
す
る
事
項

ア
」
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

論
拠
と
は
、
主
張
が
な
ぜ
成
り
立
つ
か
を
説
明
す
る
た
め
の
根
拠
と
理

由
付
け
の
こ
と
で
あ
り
、
根
拠
の
み
な
ら
ず
、
主
張
が
妥
当
な
理
由
付

け
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

学
習
者
に
は
筆
者
の
主
張
に
ど
の
よ
う
な
根
拠
が
あ
り
、
な
ぜ
成
り
立
つ
の
か

を
読
み
取
ら
せ
た
い
。

ま
た
、
本
文
に
あ
る「
ア
イ
ヌ
時
代
か
ら
開
拓
時
代
を
通
っ
て
き
た
歴
史
的

地
名
」
と
は
、
ど
れ
く
ら
い
の「
歴
史
」
が
あ
る
か
、
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）

年
の
筆
者
の
著
作

を
引
い
て
み
よ
う
。
こ
こ
か
ら
山
田
研
究
の
本
質
の
一
部

9

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
な
お
、
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
。

こ
れ
ら
の
地
名
（
稿
者
注
・
東
北
地
方
の
ア
イ
ヌ
語
由
来
と
考
え
ら
れ
る

地
名
）
が
日
本
語
地
名
化
し
た
の
は
、
南
の
地
方
を
除
い
て
は
、
奈
良
朝

か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
が
大
部
分
で
あ
っ
た
ろ
う
。
日
本
語
地
名
化
し
て

か
ら
も
、
当
字
や
発
音
が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
原
名
に

し
て
も
、
北
海
道
と
は
相
当
な
方
言
差
は
あ
っ
た
ろ
う
。
日
本
語
化
す
る

過
程
の
転
訛
は
当
然
で
あ
る
。
そ
し
て
千
年
前
後
の
変
遷
を
経
た
地
名

で
あ
る
。

と
、
ア
イ
ヌ
語
を
使
用
し
て
い
た
人
々
が
名
づ
け
た
、
東
北
北
部
の
地
名
が
、

日
本
語
を
使
用
す
る
人
々
の
地
名
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
過
程
か
ら
千
年
前
後

経
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
の
著
作

で
は
、

10

『
日
本
書
紀
』
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
『
続
日
本
紀
』
に
か
け
て
、
つ
ま
り
飛

鳥
時
代
か
ら
奈
良
朝
の
時
代
に
、
東
北
の
蝦
夷
の
記
録
が
多
く
残
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
図
（
稿
者
注
・
山
形
、
秋
田
の
県
境
か

ら
宮
城
の
北
辺
を
通
る
線
よ
り
北
側
、
ア
イ
ヌ
語
由
来
と
考
え
ら
れ
る

地
名
が
現
存
す
る
）
の
中
が
舞
台
な
の
で
あ
っ
た
。

と
時
代
を
遡
っ
て
述
べ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ「
歴
史
的
地
名
」
の
中
に
は
、
優

に
千
年
以
上
前
か
ら
存
在
す
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
後
稿
「
Ｊ

語
句
の
説
明
」
で
詳
細
を
述
べ
た
い
。

次
に「
③
「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
一
つ
ひ
と
つ
に
語
義
が
あ
り
、
多
年
に
わ
た
る

人
々
の
思
い
が
凝
縮
し
て
い
る
こ
と
と
、
現
在
わ
れ
わ
れ
が
生
活
す
る
社
会
が

「
多
文
化
共
生
社
会
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
」
を
見
て
い
き
た
い
。
前

述
し
た
よ
う
に「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
の
大
部
分
は
地
形
の
意
味
を
込
め
た
も
の

で
あ
る
。
例
え
ば
、「
札
幌
」
は
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
で
も
耳
に
し
た
り
口
に

し
た
り
す
る
、
最
も
有
名
な「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
の
一
つ
だ
ろ
う
。
そ
の
語
義
に
、

諸
説
は
あ
ろ
う
が
、「
サ
ッ
・
ポ
ロ
・
ペ
ッ
（sat

―poro

―pet

乾
く
・
大
き
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１

拙
稿
「
山
田
秀
三
「
ア
イ
ヌ
語
地
名
を
歩
く
」
の
教
材
化
」
（『
国
語
論
集

』

北
海
道
教
育
大
学
釧
路
校

国
語
科
教
育
研
究
室

平
成
三
十

16一
（
二
○
一
九
）
年
三
月
）
八
五
―
一
○
○
頁

２
『
地
名
ア
イ
ヌ
語
小
辞
典
』
（
知
里
真
志
保

昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）

年

北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー

一
二
五
頁
）
に
よ
る
と
、「
ソ
ー
」
の

意
味
は
、「
①
水
中
の
か
く
れ
岩
。
②
滝
。
③
床
（
ゆ
か
）
。
④
め
ん
（
面
）
；

表
面
一
帯
。
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
②
の
意
。

３

本
稿
で
は
、
ア
イ
ヌ
語
に
関
連
の
あ
る
地
名
を「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
と
呼
ぶ
。

い
わ
ゆ
る「
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
語
地
名
と
言
っ
て
も
、
ア
イ

ヌ
民
族
が
概
ね
江
戸
期
以
前
に
、
普
段
生
活
の
中
で
使
用
し
て
き
た
地
名
、

主
に
和
人
（
稿
者
注
・
い
わ
ゆ
る
大
和
民
族
）
が
概
ね
江
戸
期
以
降
に
ア
イ

ヌ
民
族
か
ら
聞
い
て
漢
字
な
ど
を
当
て
た
地
名
、
ア
イ
ヌ
語
に
由
来
す
る

が
、
主
に
和
人
が
意
訳
し
て
付
け
た
地
名
な
ど
が
あ
り
、
単
純
に
区
分
け

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
れ
ら
は
児
島
恭
子
の
研
究
に
詳
し
い
。

４

注
２

一
四
五
頁
に「
外
国
をre

―un

―m
osir

（
沖
・
の
・
国
）
と
云

う
に
対
し
て
北
海
道
ア
イ
ヌ
は
北
海
道
をya

―un
―m

osir

（
陸
・

の
・
国
）
と
よ
ぶ
；
内
地
本
土
。
」
と
あ
る
。
将
来
「
北
海
道
」
を
ア
イ
ヌ
語

と
併
記
す
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
、
こ
う
記
す
。

５
『
探
求
現
代
文
改
訂
版
【
指
導
資
料
】
第
二
分
冊
Ⅰ
部
②
』
（
平
成
二
十

（
二
○
○
八
）
年
）

６
『
高
等
学
校

現
代
文
Ｂ

指
導
と
研
究

第
６
分
冊
』
（
出
版
年
記
載

な
し
）

７
『
精
選
高
等
学
校
現
代
文
Ｂ

新
訂
版

指
導
資
料
３
』
（
平
成
三
十
（
二

○
一
八
）
年
）

８
『
現
代
文
３

教
授
資
料

第
二
章
随
想
・
評
論
』
（
平
成
二
十
（
二
○
○

八
）
年
）

９

山
田
秀
三
『
ア
イ
ヌ
語
地
名
の
研
究

第
三
巻

山
田
秀
三
著
作
集
（
全

四
巻
）
』「
東
北
と
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
考

後
記
」
（
昭
和
五
十
八

（
一
九
八
三
）
年
二
月

草
風
館

九
二
頁
）
（
初
出
は
単
著
『
東
北
と
北

海
道
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
考
』

昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
五
月

楡

書
房
）

山
田
秀
三
『
ア
イ
ヌ
語
地
名
の
研
究

第
一
巻

山
田
秀
三
著
作
集
（
全

10
四
巻
）
』「
ア
イ
ヌ
語
種
族
考
」
（
昭
和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年
十
二
月

草
風
館

一
○
一
頁
）
（
初
出
は
単
著
『
ア
イ
ヌ
語
種
族
考
』
（
ぷ
や
ら
新

書
第

巻
）
（
昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年

沖
積
舎
（
ぷ
や
ら
新
書
刊

48

行
会
）
）

山
田
秀
三
『
北
海
道
の
地
名
』
（
昭
和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年
十
二
月

11
草
風
館

一
○
一
頁
）

『
ア
イ
ヌ
民
族
：
歴
史
と
現
在
―
未
来
を
共
に
生
き
る
た
め
に
―

改
訂

12
版
』
（
平
成
二
十
（
二
○
○
八
）
年
三
月

公
益
財
団
法
人
ア
イ
ヌ
文
化

振
興
・
研
究
推
進
機
構

三
八
頁
）

（
た
に
ぐ
ち
ま
も
る
／
北
海
道
札
幌
啓
成
高
等
学
校
） 

（1）

あ
ま
ん
き
み
こ「
う
ん
、
、

の
い
い
話
」の
テ
キ
ス
ト
異
同
に
つ
い
て 

菅 
野 

菜 

月  

一 

テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て 

 

あ
ま
ん
き
み
こ「
う
ん
、
、

の
い
い
話
」
の
テ
キ
ス
ト
成
立
に
つ
い
て
研
究
す
る
資
料

と
し
て
異
同
表
を
作
成
す
る
。「
う
ん
、
、

の
い
い
話
」
の
テ
キ
ス
ト
は
次
の
二
つ
が
存

在
す
る
。 

 

Ｂ 

あ
ま
ん
き
み
こ
『
車
の
い
ろ
は
空
の
い
ろ
』 

 
 
 
 

ポ
プ
ラ
社 

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
三
月 

Ｃ 

あ
ま
ん
き
み
こ
『
車
の
い
ろ
は
空
の
い
ろ 

白
い
ぼ
う
し
』 

 
 
 
 

ポ
プ
ラ
社 

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
四
月 

 

〔
凡
例
〕 

・
文
頭
の
文
字
は
段
落
番
号
を
表
わ
す
。 

・
段
落
番
号
は
Ｃ
を
基
準
と
し
た
。
段
落
の
異
同
が
み
ら
れ
る
部
分
は
、

Ｃ
の
段
落
を
参
考
に
、
関
連
す
る
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
前
後
の
段

落
に
併
せ
て
付
し
た
。 

・
Ｂ
『
車
の
い
ろ
は
空
の
い
ろ
』
に
つ
い
て
、
カ
ギ
括
弧
、
括
弧
で
区

切
ら
れ
た
文
章
が
数
行
に
わ
た
る
場
合
は
、
括
弧
内
の
文
章
が
「
一

字
分
下
げ
」
に
な
っ
て
い
る
。 

 

二 

テ
キ
ス
ト
異
同
表 

 

テ
キ
ス
ト
間
で
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
改
稿
の
変
遷
を
た
ど
る
た
め
、

三
つ
の
テ
キ
ス
ト
を
時
代
順
に
並
べ
、
Ａ
Ｂ
間
、
Ｂ
Ｃ
間
に
お
け
る
そ
れ

ぞ
れ
の
異
同
を
整
理
す
る
。 

 

ま
た
、
テ
キ
ス
ト
間
で
ど
の
よ
う
な
改
稿
が
な
さ
れ
た
の
か
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、
異
同
の
箇
所
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
号
を
付
し
た
。 

        

（
す
が
の
な
つ
き
／
北
海
道
浦
河
高
等
学
校
） 

 

（
ⅰ
） 

漢
字
平
仮
名
・
句
読
点
等
の
追
加
、
書
き
換
え
（
傍
線
） 

 

（
ⅱ
） 

語
句
の
追
加
、
書
き
換
え 

 
 
 
 
 
 
 

（
ゴ
シ
ッ
ク
太
字
）

 

（
ⅲ
） 

語
句
の
削
除 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 

空
白 

） 

 

（
ⅳ
） 

段
落
の
追
加 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
●
黒
丸
） 

 

（
ⅴ
） 

段
落
の
消
去 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
〇
白
丸
） 
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